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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、セリン/アルギニン (SR) に富む pre-mRNA スプライシング因子ファミリーの一員であり、スプライソソームの一部を構成しています。これらの因子はそれぞれ、RNA を結合するための RNA 認識モチーフ (RRM) と、他のタンパク質を結合するための RS ドメインを含んでいます。RS ドメインはセリンおよびアルギニン残基に富み、異なる SR スプライシング因子間の相互作用を促進します。SR タンパク質は mRNA スプライシングに重要であることに加え、mRNA の核外輸送や翻訳にも関与することが示されています。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする 2 つの転写バリアントが見つかっています。[RefSeq 提供、2010 年 9 月]、代替製品: RS ドメインを欠いていることが多く、胎児組織で異なる発現を示すアイソフォームは、9G8 機能の調節に関与している可能性があります。 in vitroで選択的スプライシングを調節する働きもあります。,PTM:RSドメインのセリン残基が広範囲にリン酸化されています。,類似性:スプライシング因子SRファミリーに属します。,類似性:CCHC型ジンクフィンガーを1つ含みます。,類似性:RRM（RNA認識モチーフ）ドメインを1つ含みます。,サブユニット:CCNL1とCDC2L1またはCDC2L2のp110アイソフォームを含む高分子量複合体に存在します。CCNL2およびCPSF6と相互作用します。,組織特異性:脳、肝臓、腎臓、肺。,
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	HT-29細胞ライセートのSFRS7抗体を用いたウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	SFRS7 抗体を使用した HT-29 細胞の溶解物のウエスタンブロット分析。
	

	9G8 ポリクローナル抗体を使用したさまざまな細胞のウエスタン ブロット分析。
	

	9G8 ポリクローナル抗体を使用した HuvEc 細胞のウエスタン ブロット分析。

